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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 2,230 4.6 330 11.8 330 11.4 223 9.6

2021年３月期第３四半期 2,131 4.0 295 △11.6 297 △13.0 204 △16.1

（注）包括利益 2022年３月期第３四半期 223百万円（9.6％） 2021年３月期第３四半期 204百万円（△16.1％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 93.96 91.64

2021年３月期第３四半期 86.62 83.58

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 5,619 2,553 45.4

2021年３月期 5,844 2,336 40.0

（参考）自己資本 2022年３月期第３四半期 2,553百万円 2021年３月期 2,336百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2022年３月期 － 0.00 －

2022年３月期（予
想）

0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,930 2.9 410 1.1 420 2.2 290 1.7 121.70

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

２．当社グループは年次での業務管理を行っておりますので、第３四半期（累計）の連結業績予想の記載を省略し
ております。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期３Ｑ 2,436,200株 2021年３月期 2,436,200株

②  期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 55,116株 2021年３月期 55,577株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 2,382,922株 2021年３月期３Ｑ 2,357,415株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

詳細は、添付資料６ページ「２．四半期連結財務諸表及び注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四

半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、上記業

績予想に関する事項は、添付資料２ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予

測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、新型コロナウイルスの感染再拡大や緊急事態宣言の影響で

停滞が続いておりましたが、2021年９月末の緊急事態宣言の解除を受けて、持ち直しております。輸出や鉱工業生

産は、半導体不足などの供給制約による自動車の大幅減産を主因として、弱い動きとなっておりましたが、供給制

約の緩和に伴い持ち直しております。個人消費は、緊急事態宣言の発令中は低迷が続きましたが、緊急事態宣言の

解除を受けて、外出・宿泊・娯楽などの対面型サービスを中心に回復しております。

　当社グループが属する動物医療業界におきましては、犬猫飼育頭数は減少傾向にありますが、一方で新規犬猫飼

育頭数は増加傾向にあり、特に2021年には新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、ペットとの生活に癒しを求め

る動きが強まり、過去９年で最多となりました。また、犬猫の高齢化に伴い、疾病が多様化する中で飼い主の動物

医療に対する多様化・高度化要請は高まってきております。

　このような環境の中、当社グループは、社長を対策本部長とする「新型コロナウイルス感染症対策本部」を設置

し、全社的な対応方針の決定や具体的な施策の実行により、従業員とその家族、来院する飼い主の安全確保、感染

拡大防止に最優先に取り組んでまいりました。

　当社グループが提供する動物の二次診療サービスは急なニーズに応えるものが多いことから、新型コロナウイル

ス感染拡大による業績への影響は、比較的軽微でありました。

　症例実績を発表する場である学会や各種セミナーがオンライン開催を余儀なくされる状況となるなど、マイナス

の影響もありましたが、当社グループは日頃の診療活動を通じた一次診療施設とのコミュニケーション強化を継続

することによって、動物医療業界における信頼の獲得、認知度の向上と、それに伴う紹介症例数の増加に努めてま

いりました。その結果、初診数（新規に受け入れた症例数）は5,427件（前年同期比4.4％増）、総診療数（初診数

と再診数の合計）は21,374件（前年同期比5.1％増）、手術数は1,558件（前年同期比3.3％減）となりました。

　これらの結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は2,230,636千円（前年同期比4.6％増）、営業利益

は330,900千円（前年同期比11.8％増）、経常利益は330,845千円（前年同期比11.4％増）、親会社株主に帰属する

四半期純利益は223,905千円（前年同期比9.6％増）と増収増益となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産は1,325,013千円となり、前連結会計年度末に比べ132,874千円減

少いたしました。これは主に現金及び預金が減少したことによるものであります。固定資産は4,294,247千円とな

り、前連結会計年度末に比べ91,981千円減少いたしました。これは主に減価償却によるものであります。

　この結果、総資産は、5,619,261千円となり、前連結会計年度末に比べ224,855千円減少いたしました。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債は784,435千円となり、前連結会計年度末に比べ130,325千円減少

いたしました。これは主に１年内返済予定の長期借入金の返済、借入の返済期日の変更、及び（有形固定資産取得

に係る）未払金の支払によるものであります。また、固定負債は2,280,880千円となり、前連結会計年度末に比べ

312,287千円減少いたしました。これは主に長期借入金の返済によるものであります。

　この結果、負債合計は、3,065,316千円となり、前連結会計年度末に比べ442,612千円減少いたしました。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は2,553,944千円となり、前連結会計年度末に比べ217,756千円

増加いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益223,905千円によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当第３四半期連結累計期間の業績を踏まえ検討した結果、2022年３月期の連結業績予想につきましては、2021年

５月６日付「2021年３月期決算短信［日本基準］（連結）」にて公表いたしました業績予想からの変更はありませ

ん。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,214,671 1,053,100

売掛金 148,872 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 178,763

商品 59,709 53,327

貯蔵品 3,495 3,399

その他 40,631 44,230

貸倒引当金 △9,492 △7,807

流動資産合計 1,457,888 1,325,013

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,493,714 1,417,995

土地 2,228,267 2,228,267

その他（純額） 476,921 454,585

有形固定資産合計 4,198,904 4,100,848

無形固定資産 13,965 10,504

投資その他の資産 173,358 182,894

固定資産合計 4,386,228 4,294,247

資産合計 5,844,116 5,619,261

負債の部

流動負債

買掛金 48,183 52,543

１年内返済予定の長期借入金 548,811 450,567

未払法人税等 60,462 50,816

賞与引当金 67,423 35,558

その他 189,879 194,950

流動負債合計 914,760 784,435

固定負債

長期借入金 2,525,529 2,225,283

退職給付に係る負債 23,650 25,300

資産除去債務 41,279 28,215

その他 2,709 2,082

固定負債合計 2,593,168 2,280,880

負債合計 3,507,928 3,065,316

純資産の部

株主資本

資本金 385,500 385,500

資本剰余金 332,633 326,495

利益剰余金 1,707,852 1,931,758

自己株式 △89,798 △89,809

株主資本合計 2,336,188 2,553,944

純資産合計 2,336,188 2,553,944

負債純資産合計 5,844,116 5,619,261

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

売上高 2,131,626 2,230,636

売上原価 1,392,259 1,403,608

売上総利益 739,367 827,027

販売費及び一般管理費 443,451 496,127

営業利益 295,916 330,900

営業外収益

受取家賃 17,895 17,520

その他 3,202 3,148

営業外収益合計 21,098 20,669

営業外費用

支払利息 10,382 9,197

資金調達費用 3,113 10,266

固定資産除却損 5,109 1,013

その他 1,340 246

営業外費用合計 19,946 20,723

経常利益 297,067 330,845

特別利益

固定資産売却益 517 －

特別利益合計 517 －

特別損失

移転関連費用 － 6,282

特別損失合計 － 6,282

税金等調整前四半期純利益 297,585 324,563

法人税等 93,366 100,658

四半期純利益 204,218 223,905

親会社株主に帰属する四半期純利益 204,218 223,905

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

四半期純利益 204,218 223,905

四半期包括利益 204,218 223,905

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 204,218 223,905

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（収益認識基準に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支払いが顧客に移転した

時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　当社グループは、動物医療関連事業の単一セグメントでありますが、当社グループ事業から生じる主な収益

を以下の通り認識しております。

　①二次診療サービス

　診療行為という一連の履行義務であるため、一定期間で収益を認識することとなりますが、診療行為が完了

した部分については患者にとっての価値に直接対応し、当該対価の額を受け取る権利を有すると考えられるた

め、その日のすべての診療行為が患者へなされた時点で、当該履行義務が充足されたと判断し診療当日に収益

を認識しております。

　②画像診断サービス

　画像診断の提供という履行義務であるため、画像診断の提供が完了した部分については患者にとっての価値

に直接対応し、当該対価の額を受け取る権利を有すると考えられるため、その日のすべての画像診断の提供が

患者へなされた時点で、当該履行義務が充足されたと判断し当日に収益を認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ておりますが、期首利益剰余金に影響はありません。なお、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、

当第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契

約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。この結果、従前の会計処理と比較して、当第３四半期連結

累計期間に係る四半期財務諸表への影響はありません。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示して

いた「売掛金」は、当第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示すること

といたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度につ

いて新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業

会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間

に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会

計基準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取り扱いに従って、時価算定

会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる四半期財務

諸表に与える影響はありません。
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（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り）

　当第３四半期連結累計期間において、新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積りの仮定につき

ましては、前連結会計年度の有価証券報告書の追加情報に記載した内容から重要な変更はありません。

（重要な後発事象）

（重要な設備投資）

　当社は、2022年１月14日開催の取締役会において、下記の通り固定資産を取得すること（大阪府箕面市の新病

院の建設）について決議いたしました。

１．取得の目的

　高まる顧客ニーズに対応するための新たな病院を建設することを目的としております。

２．取得資産の内容

（１）所在地        大阪府箕面市船場西３丁目871番１

（２）敷地面積      2,962.92㎡

（３）新病院の名称  大阪病院（仮称）

（４）延床面積      1,947.46㎡

（５）投資予定額    683,000千円

（６）資金計画      自己資金及び借入金等により充当

３．設備の導入時期

（１）着工時期      2022年１月

（２）竣工時期      2023年２月（予定）

４．今後の見通し

　当該固定資産の取得により見込まれる諸費用は主として将来的に発生するものであり、2022年３月期の業績

に与える影響は軽微であります。
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当第３四半期連結累計期間

（自　2021年４月１日

　　至　2021年12月31日）

売上高 構成比

二次診療サービス 1,808,813 81.1

画像診断サービス 393,227 17.6

その他 28,595 1.3

顧客との契約から生じる利益 2,230,636 100.0

外部顧客への売上高 2,230,636 100.0

３．補足説明

　当社グループは、動物医療関係事業の単一セグメントであります。つきましては、補足情報として、主要な売上

の区分についての販売実績を下記の通り開示いたします。

（単位：千円・％）

（注）グループ間の取引については相殺消去しております。
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